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～いざという時の対応方法を知っておきましょう～
下呂市は妊娠・出産・子育てを応援します！

　下呂市では地域が一丸となって、あなたの妊娠・
出産・子育てを応援しています。
　「独自のサポート」のひとつとして、下呂市消防
本部では、万一、母体等に緊急事態が発生した場合
に備え、救急車の要請方法をお伝えします。
　落ち着いて、次の手順で消防署へご連絡ください。

【消防本部・健康医療課・企画財政課】

・妊婦さんに緊急事態が起きたら、まず
はかかりつけ病院の主治医に電話して
主治医の指示を受けましょう。

・主治医が「救急車ですぐに病院へ」と判
断したら、救急車を呼んでください。

・病院や主治医に連絡ができないくらい
緊急な場合は119番通報してください。

★救急車の適正利用のお願い

★救急車の要請手順

★救急車を呼んだら用意しておくと
　便利なもの
・保険証や診察券
・母子健康手帳
・普段飲んでいる薬や
　お薬手帳

①主治医の産科医師に状況をお伝えし、
　指示を仰いでください。
救急車による緊急搬送が必要な場合は、医師
から指示があります。

②消防署へ連絡します。
通信員が救急車の出動に必要なことを順に尋
ねます。全てお伺いする前でも救急車は出動
しますので落ち着いて通報してください。

③救急であることを伝えてください。
「火事ですか？」「救急ですか？」と聞かれます。

④救急車に来てほしい場所を
　伝えてください。
住所は必ず地番までお伝えください。住所が
分からない時（屋外など）は、近くの目標物（大
きな建物、交差点、店舗）など目印になるも
のを伝えてください。

⑤症状を伝えてください。
誰が、どのように具合が悪いのか伝えてくだ
さい。また、かかりつけ病院や医師名、持病
についてもお伺いします。

⑥あなたの名前と連絡先を
　伝えてください。
あなたの名前と 119 番通報後も連絡可能な電
話番号をお伝えください。救急出動後も問い
合わせをすることがあります。
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※この内容は、平成 28年 4月からの母子健康手帳交付時に、全ての妊婦さんへお知らせしています。



　平成 27 年 4 月に国の法律が改正され、市長と教育
委員会で構成される「総合教育会議」の設置と、教育
の目標や施策の根本的な方針を定める「教育大綱」を
策定することが義務付けられました。

新たな視点で創造と感動と
交流を求めて、未来につながる
生涯学習を推進します
●次代を担う青少年の健全な育成、地域活動の
　リーダーの養成、青少年の地域社会への参加の
　促進、子育てにも安全な地域づくりを
　地域ぐるみで進めます。
●市民誰もが、視野を広げ、生きがいを深める
　生涯学習を進めます。
●誰もが1学習・1スポーツ・1ボランティアの
　生き生きとしたライフステージを実感できる
　実践活動を進めます。
●市民一人ひとりが自立と自己育成を図り、
　自ら工夫し、自らの英知と力を活かすことが
　できる社会をつくります。伝統文化を次世代へ継承し、

みんなで文化財を守り、ふるさと
の文化を受け継ぎ守ります
●優れた文化・芸術に触れ、その魅力を学び
　習得し、若年層の育成を進めます。
●伝統文化の保持と保存により、
　後継者の育成を進めます。
●文化財の活用により地域文化の向上発展と
　地域振興を図ります。

誰もが気軽に参加できる
地域に根差したスポーツ環境
の実現を目指します
●誰もがスポーツを気軽に楽しみ
　健康増進できる環境つくりを進めます。
●スポーツを通し地域住民が交流を深め、
　住みよい地域の創造に努めます。
●スポーツを通じた人間形成と
　健康増進を進め、夢と感動を与えられる
　環境をつくります。

 「食」を通じて、健やかな
身体づくりと郷土愛を育てます
●家族が食卓を囲んで共に食事をすることで、
　食の楽しさや大切さに触れながら、
　健全な食習慣と豊かな人間性を育てます。
●先人によって育まれた伝統的な食文化を後世に伝えながら、
　時代に即した豊かな食文化や味覚へ
　発展させていくことに努めます。

　このたび、下呂市第 2次総合計画と併せて、下呂市
の教育政策の今後 3年間の方向性を示すものとして、
下呂市の教育大綱を策定しましたのでお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画財政課】

 下呂市教育大綱を策定しました

生きる力や豊かな文化を育みます

基本方針

基本理念

●学校、家庭、地域が一体となって、
　心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成と、
　「確かな学力」を育む調和のとれた教育の
　充実を図ります。
●特別な支援を要する児童生徒や、要保護世帯
　への支援や教育相談を充実します。
●安全安心な教育環境の整備と、子どもを中心に
　すえた学校適正規模の議論を進めます。

安心・安全で、どの子にとっても
魅力ある学校づくりを目指します
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